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 （
仮
称
）
平
戸
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー
（
レ

ス
ト
ハ
ウ
ス
）
の
整
備
は
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯

か
ら
、
非
常
に
関
心
が
あ
る
人
も
多
い
。

　
こ
こ
に
き
て
、
建
設
工
事
を
凍
結
し
た
い

と
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
そ
こ
に
至
っ
た
経

緯
は
何
か
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
本
事
業
に

要
し
た
費
用
は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
の
か
。

　
　

入
居
予
定
で
あ
っ
た
平
戸
観
光
協
会
か

ら
平
成
31
年
２
月
に
、
現
段
階
で
は
使
用

料
に
見
合
う
だ
け
の
収
益
が
見
込
め
な
い
た

め
、
入
居
す
る
こ
と
を
確
定
で
き
な
い
と
の

申
し
出
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
建
設
を
保
留

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
本
事
業
に
要
し
た
経

費
は
、
視
察
経
費
、
設
計
費
、
検
討
委
員

会
経
費
等
、
合
計
１
，
１
３
７
万
９
千
円
。

平
成
31
年
度
の
当
初
予
算
に
計
上
し
て
い
る

事
業
費
は
、
解
体
工
事
終
了
後
に
敷
地
の

整
地
方
法
を
検
討
し
、
整
地
完
了
後
、
残

予
算
を
補
正
予
算
に
お
い
て
減
額
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

委
員
か
ら
の
意
見

　

平
成
31
年
度
は
建
設
事
業
も
非
常
に
多
い
。

後
年
度
に
維
持
費
が
か
か
る
箱
物
に
つ
い
て
、

今
回
の
よ
う
に
事
業
を
凍
結
す
る
こ
と
は
、

今
後
の
い
い
事
例
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

（
仮
称
）平
戸
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業

平
戸
市
水
産
物
流
通
改
善
対
策
事
業

学
力
向
上
対
策
事
業

平
戸
版
Ｄ
Ｍ
Ｏ
推
進
事
業

世
界
遺
産
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業

平
戸
式
も
う
か
る
農
業
実
現

支
援
事
業

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
平
戸
オ
ラ
ン
ダ
商
館
１
６
３
９
年
築
造
倉
庫
）

　
　

現
在
の
事
業
の
進
捗
状
況
と
今
後
の

取
り
組
み
は
。

　
　

平
成
30
年
度
は
、
観
光
協
会
に
Ｄ
Ｍ

Ｏ
の
専
門
家
を
１
人
招
へ
い
し
、
観
光
協
会

の
課
題
、
行
政
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
の

準
備
や
、
関
係
者
と
の
合
意
形
成
を
図
る

た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
会
議
等
を
行
な
っ
て
き

た
。
平
成
31
年
度
は
、Ｄ
Ｍ
Ｏ
の
全
体
設
計

や
国
内
・
海
外
観
光
客
の
ニ
ー
ズ
調
査
な
ど

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
分
析
等
を
行
い
な
が
ら
、Ｄ

Ｍ
Ｏ
の
候
補
法
人
に
登
録
し
平
成
32
年
度
の

本
登
録
を
目
指
し
て
い
く
。

　
　

棚
田
に
水
を
張
っ
た
６
月
に
事
業
を
行

な
っ
て
は
ど
う
か
。
好
評
で
あ
る
の
な
ら
ば
、

年
に
２
回
開
催
し
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

　
　

田
の
あ
ぜ
の
部
分
に
ラ
イ
ト
を
設
置
す

る
た
め
、
地
元
と
十
分
協
議
し
農
作
業
に

支
障
を
き
た
す
時
期
を
避
け
て
い
る
。

　
　

ま
ち
づ
く
り
運
営
協
議
会
と
協
力
し
て

イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
は
ど
う
か
。
期
間

中
は
、
春
日
集
落
や
島
の
館
周
辺
で
大
き

な
イ
ベ
ン
ト
を
行
な
っ
て
も
よ
い
の
で
は
。

　
　

提
案
の
イ
ベ
ン
ト
の
在
り
方
に
つ
い
て
は

前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　

事
業
内
容
お
よ
び
今
後
の
事
業
継
続

の
見
通
し
は
。

　
　

新
規
就
農
者
の
確
保
・
育
成
、
園
芸

振
興
、
肉
用
牛
振
興
の
３
つ
を
柱
と
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
国
・
県
事
業
へ
の
上
乗
せ

補
助
や
市
単
独
事
業
と
し
て
支
援
を
行
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
本
事
業
は
平
成
31
年
度
が

最
終
年
度
と
な
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

成
果
等
を
精
査
し
見
直
し
を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

新
年
度
の
取
り
組
み
は
。

　
　

平
成
30
年
度
に
市
内
各
漁
協
が
行
な
っ

た
流
通
販
売
方
法
の
実
態
把
握
を
踏
ま
え
、

各
漁
協
の
荷
捌
所
な
ど
の
衛
生
管
理
や
鮮

魚
の
取
り
扱
い
な
ど
に
つ
い
て
改
善
を
図
る

た
め
、
専
門
家
な
ど
を
招
へ
い
し
、
講
習
会

等
を
実
施
す
る
。

　
　

衛
生
管
理
の
基
本
と
な
る
「
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ

Ｐ（
ハ
サ
ッ
プ
）」（
安
全
で
衛
生
的
な
食
品

を
製
造
す
る
た
め
の
管
理
方
法
）
対
応
に
関

し
、
漁
協
の
荷
捌
施
設
は
危
険
性
が
多
す

ぎ
る
と
思
う
が
、
ど
の
よ
う
に
衛
生
管
理
に

取
り
組
む
の
か
。

　
　

ま
ず
は
、
関
係
者
が
厳
し
い
現
状
を
認

識
し
意
識
の
向
上
を
図
る
必
要
が
あ
り
、
施

設
内
を
清
潔
に
保
つ
な
ど
初
歩
的
な
事
柄
か

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　

今
後
の
学
力
向
上
対
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　

現
在
、
学
力
向
上
対
策
と
し
て
、
小

学
校
全
学
年
の
国
語
と
算
数
、
中
学
校
１
・

２
年
生
の
国
語
と
数
学
と
英
語
の
学
力
検
査

を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
30
年
度
は
市
全
体

の
平
均
が
全
国
平
均
に
届
い
て
い
な
い
も
の

の
、
各
学
年
と
も
に
半
数
程
度
の
学
校
は
全

国
平
均
を
上
回
っ
て
い
る
。

　

今
後
の
学
力
向
上
対
策
は
、
こ
の
結
果
を

一
つ
の
指
標
に
す
る
と
と
も
に
、
結
果
を
基

に
授
業
改
善
や
補
充
学
習
を
行
い
、
学
力
の

向
上
・
定
着
に
つ
な
げ
る
。
こ
れ
と
同
時
に
、

規
則
正
し
い
生
活
や
家
庭
学
習
の
充
実
を
図

る
な
ど
、
家
庭
と
の
連
携
や
協
力
を
進
め
な

が
ら
学
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

平
戸
市
教
育
振
興
基
本
計
画
で
は
、
平

成
31
年
度
に
国
・
県
の
平
均
を
上
回
る
こ

と
を
目
標
と
し
て
掲
げ
て
お
り
、
毎
月
の
校

長
会
・
教
頭
会
や
学
校
訪
問
の
た
び
に
指
導

を
徹
底
し
て
い
る
。

　
　

平
成
30
年
12
月
の
本
委
員
会
に
お
い
て
、

今
後
の
指
定
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
観

光
施
設
、
歴
史
・
文
化
施
設
等
の
明
確
な

位
置
づ
け
と
運
営
方
法
を
検
討
す
る
と
と
も

に
、
行
政
が
指
定
管
理
者
と
一
体
と
な
っ
て
、

施
設
の
経
営
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く

求
め
て
い
た
。
今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
た
の
か
。

　
　

課
題
で
あ
る
交
流
広
場
か
ら
オ
ラ
ン
ダ

商
館
ま
で
の
導
線
計
画
の
再
検
討
、
他
施

設
と
の
連
携
強
化
と
施
設
の
有
効
活
用
、

文
化
庁
と
の
協
議
に
よ
る
規
制
の
緩
和
と
展

示
施
設
に
こ
だ
わ
ら
な
い
抜
本
的
な
活
用
策

の
検
討
な
ど
運
営
の
改
善
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
　

駐
車
場
対
策
や
導
線
計
画
の
再
検
討

も
必
要
だ
が
、
規
制
緩
和
や
展
示
施
設
に

こ
だ
わ
ら
な
い
抜
本
的
な
活
用
策
の
検
討
の

た
め
の
文
化
庁
と
の
協
議
こ
そ
が
一
番
の
鍵

と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
　
こ
れ
ま
で
は
保
存
重
視
の
方
針
で
あ
っ

た
が
、
法
の
改
正
も
あ
り
活
用
重
視
に
舵
を

切
っ
て
い
る
状
況
も
あ
る
こ
と
か
ら
文
化
庁

と
の
協
議
に
よ
る
規
制
の
緩
和
が
一
番
重
要

と
な
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
２
年
間
を
か
け
て
指
定
管
理
の
在
り

方
の
見
直
し
と
市
直
営
で
の
運
営
の
検
討
、

有
料
施
設
と
す
る
か
無
料
施
設
に
転
換
す
る

か
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
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